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●本テキストの構成と使い方

DVD/CD教材 印刷教材 内容および活用方法

DVD 1 英語学習自己診断ノート ・ いま英語力を身につけることの重要性を解説し、

Part 1 学習計画を立てるお手伝いをします。

グループコーチング

語学モチベーションの活性化 ・ DVDを見ながら、印刷教材「英語学習自己診断ノート」

（37分） を記入してください。

DVD 1 ・ 本講座の核となる、「実務と受験英語は非連続でははい」

Part 2 という事実を解説します。

英語の核づくりレクチャー

（67分） ・ 本講座が勧める学習法「究極の鍛錬」を解説します。

・ 学習時間の捻出法や、記憶を強化するための復習法を

伝授します。

DVD 2 動詞の語法に基づく整理表 ・ 英語の8つの品詞、特に動詞に焦点を当て、文法を解説

動詞の語法に基づく整理表 します。

（49分）

・ 学習の効率を高めるための様々な知恵を伝授します。

・ DVDを見ながら、印刷教材をご利用ください。

CD 1 日本語＋英語 100の重要文型で英文法の ・ 本講座のメインテキストです。

（34分） 基礎を習得する

CD 2 英語 ～ 解説編 ～ ・ 例文は実際のビジネスで活用できるものばかりです。

（24分） 付属のCDを活用して、暗誦できるようになりましょう。

CD 3～6 文法解説 学習計画

（合計231分） 学習計画（サンプル） ・ CD1 および CD2 は、例文の音読です。

携帯音楽プレーヤーに入れて聞いてもよいでしょう。

・ CD3～6を再生しながら、解説を読み込んでください。

ぜひ、辞書を手元に置いて学習してください。

CD 1 日本語＋英語 100の重要文型で英文法の ・ 持ち運びに便利な、基本例文をまとめたテキストです。

（34分） 基礎を習得する

CD 2 英語 ～ 持ち運び＆チェック用 ～ ・ 両面コピーすることにより、小冊子が出来上がります。

（24分）

・ CD1 および CD2 とあわせてご利用ください。
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

命令形と「and」の文型

未来時制を表すには、次の4つの方法がある。

(1) 助動詞 will + 動詞の原形

(2) be + going + to不定詞

(3) 現在進行形

(4) 未来進行形

10

お母様はいつお帰りになりますか？ When will your mother be [come] back?

9

この薬を飲んで一晩ぐっすり寝れば朝に
はすっかりよくなっていますよ。

Take this medicine and have a good night’s
sleep, and you’ll be all right in the morning.

研究

命令文 + and

未来形の疑問文

（ジョンと駅に迎えに行くことが約束されてい
るというニュアンスがある）

I am meeting John at the station at six.

（私は、その頃別の用事か、駅で働いているの
で、成り行きから、自然にジョンに会うことに
なるだろうというニュアンスを含んでいる）

I'll be meeting John at the station at six.

（今誰かからジョンが６時に駅に着くのを聞い
て、その場で迎えに行こうと思いたった場合）

I will meet John at the station at six.

（ジョンと約束はしていないが、とにかく自分
では以前から迎えに行くことを予定していた）

I am going to meet John at the station at six.

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 3

9 9 9Track

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 3

10 10 10Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

過去形ではなく、現在完了形で表現しているので、

今でもその絵は所有していることが明らかになる。

現在完了形には、次のように３つの用法があるが、それらに共通する概念は、

過去に起こったことが現在にも影響しているという１点だ。

(1) 経験

(2) 完了・結果

(3) 継続

助動詞 must （必然性を意味する）

偉大な本はそれを読む人に強くそして永
続的な影響を与えずにはおかないだろ
う。

Great books must inevitably have a strong
and lasting impact upon those who read
them.

22

先日お話しした絵を買い取ることが出来
ました。

I have been able to capture [obtain] the
painting I spoke about the other day.

類 例

＜ことわざ＞　悪い種からは、悪い実しか出来
ない。

Bad seed must produce bad corn.

人は必ず死ぬものだ。 Human beings must die.

ロンドンに行ったことがありますか？ Have you ever been to London?

彼女は変わってしまった。私が以前に知ってい
た女の子とは大違いだ。

She has changed; she is very different from the girl I
once knew.

彼からの電話を３時間待ち続けている。

21

現在完了が表現する過去の動作

I have been waiting for his call for three hours.

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 3

21 21 21Track

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 3

22 22 22Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

must が「本人の意思の表明」で用いられた時の反意表現

助動詞の二義性

下記４つの助動詞の二義性について、注意すること。

must not は

禁止を表す。

そのうわさは間違いに違いない。 The rumour must be false.

It must be true.  ←→  It can not be true.

研究

can cannot may

～ねばならない～できる ～できない ～してよい

～かもしれない

must

～にちがいない

本当なもんか、そんなうわさは。 The rumour cannot be true.

類 例

24

本人の推定の表明

You must do it right now.
 ←→  You don't have to do it right now.

must が「本人の意思の表明」で
用いられた時の反意表現

must が「本人の推定の表明」で
用いられた時の反意表現

本人の意思の表明

ありうる ～のはずがない

cannot + 現在形 （～のはずがない）
英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 3

24 24 24Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

（I）不定詞の名詞的用法

（1）to 不定詞が名詞の用法で主語として機能

It can be dangerous to make a judgement ～

と不定詞を形式主語 it で置き換えられる。

（2）to 不定詞が主格補語として機能

（3）to 不定詞が本動詞の目的語として機能
これには、下記の２つのタイプがある。

a. decide 型 （agree, demand, expect 等）

　　→ that 節で書き換えることが出来る動詞

b. want 型 （attempt, continue, plan 等）

　　→ decide型の動詞とは異なり、that 節で書き換えることが出来ない動詞

（4）疑問詞＜what, when, where 等＞ ＋ to 不定詞が、動詞の目的語として機能

（5）to 不定詞が SVOO の文型で二重目的語の直接目的語として機能

"never to speak" は、 "not to speak" と言い換え可能。

"only to speak" ならば、 "when spoken to" にする（肯定形）。

（6）to 不定詞が SVOC の文型で目的格補語として機能

次ページへ続く

経営陣はその件につき可及的速やかに調査する
よう、我々に指示した。

Our management insisted on us to investigate the
matter as soon as possible.

彼は引退しようと決心した。 He decided to retire.
(= He decided that he would retire.)

彼は交渉で何をいつ言うべきか心得ていた。 He knew when and what to speak of in his negotiation.

His habit is to read books before going to sleep.

ブラウン氏から話しかけられるまで決して口を
聞いてはいけない、と彼らに警告された。

46

研 究

彼は引退したいと思った。 He wanted to retire.

彼女が不在で彼はがっかりした。 He was disappointed not to see her there.

関連する事実の検証なく判断することは、危険
となりうる。

To make a judgement without verifying the relevant
facts can be dangerous.

眠るまで本を読むのが彼の習慣だ。

They warned us never to speak to Mr. Brown unless
(we are) spoken to.

不定詞
英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 4

46 46 17Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

前ページからの続き

（II）不定詞の形容詞的用法（to不定詞が名詞の後に来て、その名詞を修飾する）

（1）to leave の意味上の主語は the last man であり、その意味上の主語に作用している

（2）to drink の目的語 nothing cold を修飾している

（3）被修飾語の説明

（III）不定詞の副詞的用法（動詞、形容詞、副詞を修飾する）

（1）動詞を修飾 ＜目的＞

（2）動詞を修飾 ＜原因＞

to have been so tired の状態行為は、 fell to sleep の前に

生じている、つまり前者と後者は、原因と結果の関係にある。

(as a result of) having been so tired  のほうが自然な表現。

（3）形容詞を修飾 ＜原因＞

to find が先行した行為＝原因であり、

were surprised は、その結果である。

（4）形容詞を修飾 ＜分野指定＞

penetrate = to make an inroad to

（5）副詞修飾

研 究

その観光船が座礁したとき、船長は最後に船を
離れるべきはずの人だった。

When the cruising ship was wrecked, the captain was
supposed to be the last man to leave the ship.

The Japanese consumer products market is perceived
(to be) very difficult for foreign companies to penetrate.

海外駐在を手にするため、英語を集中的に勉強
しています。

I am studying English intensively (in order) to obtain
an overseas assignment.

一日の仕事でくたくたになり、彼は電車で寝
入ってしまった。

He fell to sleep in the train to have been so tired out
from the day's work.

冷蔵庫には何も冷たい飲み物がなかった。 There was nothing cold to drink in the refrigerator.

今こそ、先任者が行っていた横領を取締役会に
開示する機会だ。

Now is the opportunity [time] to disclose embezzlement
done by your predecessor to the board.

ベトナムに新たに設立する駐在員事務所トップ
になるには、彼はじゅうぶんな経験を持ってい
る。

He is experienced enough to head up our new
representative office in Vietnam.

オフィスに何者かが侵入しているのに気づき、
みな驚いた。

We were surprised to find our office broken into.

日本の消費者向け市場の開拓は、外資系企業に
とって大変難しいと見られている。
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

have + 目的語 + 動詞の原形

(1) ＜使役＞

get + 人 + to不定詞 と同じ

(2) ＜許容＞

(3) ＜経験＞

  使役動詞 get + 目的語 + 過去分詞　も参照してください。

娘に家出されました。 We had our daughter run away.

39

51 使役動詞 have + 目的語 + 過去分詞

彼のような社会的な地位を持つ男にとっ
て1人息子が警察に逮捕されるのは、さ
ぞかし痛手だろう。

It must be an awful blow to a man in his
position to have his only son arrested by
the police.

類 例

自転車を修理してもらった。
＜使役＞ ＝ 利益

I had my bicycle repaired.

自転車を盗まれた。
＜受身・被害＞ ＝ 不利益

I had my bicycle stolen.

注意

誰かに片づけさせましょう。 I'll have someone put these things away.

奴にぼくの妹についてそんなことを言わせてお
くわけにはいかない。

I won't have him say such things about my sister.

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 4

51 51 22Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

whichは前文全体を受ける関係代名詞の非制限用法

非制限用法は限定しないので前から訳す。

この表現では、私には大阪に住んでいない別の妻もいる

可能性があることになってしまう。

カンマを付けて非制限用法にすることで、

私には妻が一人であることが明確になる。

In addition to these two brothers, I have other brothers

 who are not dentists.    となる。

類 例

この女は私を金持ちだと思っていたのだが、こ
れには驚いた。

This woman thought I was a rich man, which surprised
me.

I have a wife who lives in Osaka.

I have a wife, who lives in Osaka.

I have two brothers who are dentists.

制限用法の例

非制限用法の例

制限用法の例

意味の分からない法律用語に出くわしたら、ど
んな言葉でもその都度辞書で調べなさい。

Look up in your dictionary whenever you meet with any
legal word whose meaning you don’t grasp.

76

この女は私のことを金持ちの起業家だと
思ったみたいだったが、これには驚い
た。

This woman thought I was a rich
entrepreneur, which surprised me.

75

意味の分からない法律用語に出くわした
ら、どんな言葉でもその都度辞書で調べ
なさい。

Look up in your dictionary whenever you
meet with any legal word the meaning of
which you do not grasp.

類 例

前置詞 + 関係代名詞

関係代名詞の非制限用法

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 6

75 75 3Track

英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 6

76 76 4Track
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する・解説編

if anything と should の組み合わせで

「万が一」という感じを表現している。

この文では「万が一」という感じが随分軽くなる。

そのため、 anything と should との組み合わせよりも

頻繁に用いられる。

知っておくべき anything の３つの用法

(1) 疑問文や if 節で何かあったか聞くとき

(2) 否定文で（何も～ない）

なお、anything を主語として用い、否定形で打ち消す場合は anything didn't happen ではなく、

nothing happened とするのが原則なので要注意。

(3) 肯定文で（何でも：take anything you like）

お父さんの身に万一の事があったら君はどうし
ますか。

What would you do if anything should happen to your
father?

What will you do if something happens to your father?

何か変わったことがありましたか? Did you see anything strange?

髪の毛がめちゃくちゃで、どうにもしようがな
い。

My hair is such a mess, I just can’t do anything with it.

何か飲み物をくれ。なんでも構わないから。 Give me something to drink; anything will do.

研 究

そのことについて万が一に何か分かりましたら
教えて下さい。

If you know anything about it, please let me know.

80

子供の身に万が一の事があったら、君は
どうしますか。

What would you do if anything should
happen to your children?

類 例

仮定法（万一の should）
英
・

日

英

語

解

説

Disc 1 Disc 2 Disc 6

80 80 8Track
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●このテキストについて

・ このテキストは、持ち運びに便利なように、

テキスト「100の重要文型で英文法の基礎を習得する ～解説編～」の要点をまとめたものです。

・ 付属のCDと合わせて、基本文例を繰り返し暗唱する目的でご利用ください。

●持ち運び用テキストの作り方

・ 本教材では、繰り返し学習できるように、小冊子のオリジナル原稿をご用意しています。

下記手順で小冊子を作ることが出来ます。

① ２つ後のポケットに入っている用紙を 両面コピー してください。

② 右図のように、真ん中で折りたたんでください。

これで、A5サイズのテキストが出来上がります。

●チェック欄の使い方

・ このテキストでは、各例文にチェック欄をつけています。

・ 記憶を強化する観点から見た「理想的な復習のタイミング」にあわせて

学習を進めることをお勧めします。

（２ヶ月の間に、同じ内容を４回復習する）

チェック欄

初回の学習

翌日に１回目の復習

１回目の復習から１週間後に２回目の復習

２回目の復習から２週間後に３回目の復習

３回目の復習から１ヶ月後に４回目の復習

※ 「理想的な復習のタイミング」については、DVD教材で解説していますので、ご参照ください。

●記号の見方

(     ) 省略可能
[     ] 直前の部分と入れ替え可能
(= ○○○) 同じ意味を持つ文

ダイジェスト版
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 100の重要文型で英文法の基礎を習得する

チェック欄

1

2

3

4

5

6

7

彼等ならきっとあなたにとって
良いビジネスパートナーになる
でしょう。

They will surely make you a good
business partner.

「このおにぎりを食べるか、い
やならはらぺこでいなさい」と
彼女はその子に言った。

私が医者を呼びに行かそうか、
それとも君がやってくれます
か。

Should I send for a doctor or will
you?

On what grounds do you call her
untrustworthy?

もう一度この地域に津波が起き
たらわたしたちは一体どんなこ
とになると思いますか。

What on earth do you imagine is
going to happen to us if another
Tsunami should revisit this area?

どんな根拠に基づいて彼女のこ
とは信頼できないというのです
か？

ばかなことを言う（する）な。 Don't be foolish.
(= Don't be a fool.)

川に散歩に行きましょうよ、
ね。

Let's go for a walk along the river,
shall we?

“ Either eat this rice ball or go
hungry," she said to her child.
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チェック欄

8
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14 当地に来られたのは今回が初め
てですか？

Is this the first time that you have
been here?
(= Is this your first visit [time]
here?)

私も以前は早起きをして出勤前
に１時間ほど散歩をしたもの
だ。

I have just been to Haneda Airport
to see my uncle off.
(= I have just been to Haneda Airport
to say goodbye to my uncle.)

彼が死んでから10年になりま
す。

この薬を飲んで一晩ぐっすり寝
れば朝にはすっかりよくなって
いますよ。

Take this medicine and have a good
night's sleep, and you'll be all right
in the morning.

He has been dead for ten years.
(= Ten years have passed since he
died.)
(= He died ten years ago.)
(= It is ten years since he died.)

I used to get up early and take an
hour's walk before going to my
office.

お母様はいつお帰りになります
か？

When will your mother be [come]
back?

「来週の（分の）宿題をもう
やってしまったの？」
「 半 時 間 前 に や り 終 え ま し
た。」

“Have you done your homework for
next week yet ?"
“Yes, I finished it half an hour ago.”

羽田空港まで丁度おじを見送り
に行ってきたところです。
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